
回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

1 1974.9 闘 幸田   文 16 1977.6 愛について 大岡　昇平

2 11 虚構の家 曽野　綾子 17 8 海辺の光景 安岡 章太郎

3 1975.1 僕たちの失敗 石川　達三 18 10 抱擁家族 小島　信夫

4 4 巴里に死す 芹沢 光治良 19 12 典子の生きかた 伊藤   整

5 7 花埋み 渡辺　淳一 20 1978.2 われ深きふちより 島尾　敏雄

6 9 芙蓉の人 新田　次郎 21 4 リツ子・その愛 壇   一雄

7 11 淋しいアメリカ人 桐島　洋子 22 6 記念碑 堀田　善衛

8 1976.2 野火 大岡　昇平 23 8 貴族の階段 武田　泰淳

9 4 どっこいショ 遠藤　周作 24 10 草の花 福永　武彦

10 6 秀吉と利休 野上 彌生子 25 12 女坂 円地　文子

11 8 夏の花 原   民喜 26 1979.2 ふなくい虫 大庭 みな子

12 10 日本婦道記 山本 周五郎 27 4 余白の春 瀬戸内 晴美

13 12 婉という女 大原　富枝 28 5 蒼ざめた馬を見よ 五木　寛之

14 1977.2 どくとるマンボウ航海記 北   杜夫 29 6 夕暮まで 吉行 淳之介

15 4 アメリカひじき　火垂るの墓 野坂　昭如 30 7 祭りの場 林   京子

こんな本を読んできました
堺市図書館友の会
中央図書館　令和６年１月

堺市図書館友の会は昭和48年に結成され、
令和5年12月で552回目の読書会を迎えました。

昭和、平成そして令和へこれまで読んできたなつかしい本をふりかえり、
読書会の記録を作成しました。

友の会会員が選んだ　令和５年１年間で最も良かった本

『戻ってきた娘』
ドナテッラ・ディ・ピエトラントニオ／著

関口 英子／訳

小学館

2021.3

請求記号 973/ﾃｲﾋ/9

［会員のおすすめポイント］

子ども目線である

成長過程で書いている

社会のモラルの変化をとらえている

翻訳されることの少ない現代イタリアの文学を味わってください。
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

31 1979.8 一絃の琴 宮尾 登美子 61 1982.2 安土往還記 辻   邦生

32 9 宣告　　上・下 加賀　乙彦 62 3 輝ける碧き空の下で 北   杜夫

33 10 グロテスク 中村　光夫 63 4 花笑み 天井の花 萩原　葉子

34 11 若き数学者のアメリカ 藤原　正彦 64 5 開幕ベルは華やかに 有吉 佐和子

35 12 食卓のない家　　上・下 円地　文子 65 6 行き帰り 後藤　明生

36 1980.1 幸福の絵 佐藤　愛子 66 7 或る「小倉日記」伝 松本　清張

37 2 梨の花 中野　重治 67 8 錨のない船 加賀　乙彦

38 3 金閣炎上 水上   勉 68 9 無明長夜 吉田　知子

39 4 ジュネーブ日記 高橋　展子 69 10 裏声で歌へ君が代 丸谷　才一

40 5 蕩児帰郷 丹羽　文雄 70 11 ひかりごけ・海肌の匂い 武田　泰淳

41 6 華の碑文 杉本　苑子 71 12 装いせよ、わが魂よ 高橋 たか子

42 7 青葉繁れる 井上 ひさし 72 1983.1 家族八景 筒井　康隆

43 8 天の川の太陽　　上・下 黒岩　重吾 73 2 勇者は語らず 城山　三郎

44 9 マリコ 柳田　邦男 74 3 妻たちの二・二六事件 澤地　久枝

45 10 男友達 河野 多恵子 75 4 丸山蘭水楼の遊女たち 井上　光晴

46 11 仕掛けとしての文化 山口　昌男 76 5 おはん 宇野　千代

47 12 流沙　　上・下 井上   靖 77 6 地の果て至上の時 中上　健次

48 1981.1 我が心は石にあらず 高橋　和巳 78 7 伸予 高橋 揆一郎

49 2 城の中の城 倉橋 由美子 79 8 少年讃歌 三浦　哲郎

50 3 北の岬 辻   邦生 80 9 沈黙 遠藤　周作

51 4 マリ共和国花嫁日記 ケイタ　慎子 81 10 寵児 津島　佑子

52 5 春の道標 黒井　千次 82 11 槿（あさがお） 古井　由吉

53 6 われらの時代 大江 健三郎 83 12 テレーズ・デスケイルゥ モーリヤック

54 7 青い光 大岡　昇平 84 1984.1 鬼どもの夜は深い 三枝　和子

55 8 天使よ海に舞え 山本　道子 85 2 １９８４年
ジョージ・オー
ウェル

56 9 泥の川・螢川 宮本   輝 86 3 新西洋事情 深田　祐介

57 10 伽倻子のために 李 　恢成 87 4 紫の山 芝木　好子

58 11 みちのくの人形たち 深沢　七郎 88 5 恩讐の川面 豊田   穣

59 12 アポロンの島 小川　国夫 89 6 海市（かいし） 福永　武彦

60 1982.1 北の河 高井　有一 90 7 冬のかたみに 立原　正秋
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

91 1984.8 私生活 神吉　拓郎 121 1987.2 月に泣く 丸山　健二

92 9 冷い夏、熱い夏 吉村   昭 122 3 さい果て 津村　節子

93 10 アカシヤの大連 清岡　卓行 123 4 塩狩峠 三浦　綾子

94 11 奇妙な惑星 佐江　衆一 124 5 家族のいる風景 八木　義徳

95 12 やまあいの煙 重兼　芳子 125 6 真空地帯 野間   宏

96 1985.1 方舟さくら丸 安部　公房 126 7 銀河鉄道の夜 宮沢　賢治

97 2 非色 有吉 佐和子 127 8 阿部昭１８の短編 阿部   昭

98 3 恋文 連城 三紀彦 128 9 アドルフ
バンジャマン・コ
ンスタン

99 4 てんのじ村 難波　利三 129 10 月山・鳥海山 森    敦

100 5 あの夕陽 日野　啓三 130 11 李陵・山月記 中島   敦

101 6 神さまの親類 畑山   博 131 12 本所しぐれ町物語 藤沢　周平

102 7 風の王国 五木　寛之 132 1988.1 ノルウェイの森 　　上・下 村上　春樹

103 8 綾の鼓 中里　恒子 133 2 翼のない鳥 青野   聡

104 9 黒い雨 井伏　鱒二 134 3 河童・或阿呆の一生 芥川 龍之介

105 10 くれない 佐多　稲子 135 4 変身 フランツ・カフカ

106 11 或る女 有島　武郎 136 5 地の音 小檜山　博

107 12 離婚 色川　武大 137 6 銀の匙 中   勘助

108 1986.1 青桐 木崎 さと子 138 7 蛇の歌 石川   淳

109 2 長距離走者の孤独 アラン・シリトー 139 8
かわいい女・犬を連れた奥
さん

チェーホフ

110 3 湿原　　上・下 加賀　乙彦 140 9 それから 夏目　漱石

111 4 プールサイド小景・静物 庄野　潤三 141 10 阿Q正伝・狂人日記 魯    迅

112 5 感傷旅行 田辺　聖子 142 11 天井から降る哀しい音 耕   治人

113 6 遠雷 立松　和平 143 12 阿部一族・高瀬舟 森   鷗外

114 7 辻火 田久保 英夫 144 1989.1 八月の光 フォークナー

115 8 志賀島 岡松　和夫 145 2 飛ぶ夢をしばらく見ない 山田　太一

116 9 過越しの祭 米谷 ふみ子 146 3 キッチン 吉本 ばなな

117 10 父が消えた 尾辻　克彦 147 4 山の音 川端　康成

118 11 シングル・セル 増田 みず子 148 5 歌行燈・高野聖 泉   鏡花

119 12 土の器 阪田　寛夫 149 6 背徳者 アンドレ・ジイド

120 1987.1 砂の城
アイリス・マー
ドック

150 7 同時代を撃つ　Part２ 立花   隆
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

151 1989.8 吉野葛・蘆刈 谷崎 潤一郎 181 1992.2 おんな医者奔る 龍   文雄

152 9 栄光遙かなり 落合　信彦 182 3
ヴェニスに死す
トニオ・クレーゲル

トーマス・マン

153 10 脂肪の塊・テリエ館 モーパッサン 183 4 海狼伝 白石　一郎

154 11 管絃祭 竹西　寛子 184 5 浮雲 林　芙美子

155 12 ダイヤモンドダスト 南木　佳士 185 6 立原正秋 高井　有一

156 1990.1 城の崎にて・小僧の神様 志賀　直哉 186 7 由熙 李   良枝

157 2 オリンポスの果実 田中　英光 187 8 菜穂子・楡の家 堀   辰雄

158 3 アリスの穴の中で 上野   瞭 188 9 日本の陰謀 ドウス 昌代

159 4 サキ短編集 サキ 189 10 珠玉 開高   健

160 5 堕落論 坂口　安吾 190 11 浮橋 岩橋　邦枝

161 6 思い出トランプ 向田　邦子 191 12 スタインベック短編集 スタインベック

162 7 尋ね人の時間 新井   満 192 1993.1 土 長塚   節

163 8 アメン父 田中 小実昌 193 2 破戒 島崎　藤村

164 9 肉体の悪魔 レイモン・ラディゲ 194 3 樹下の家族 干刈 あがた

165 10 草のつるぎ 野呂　邦暢 195 4 夏服を着た女たち アーウィン・ショー

166 11 優しいサヨクのための嬉遊曲 島田　雅彦 196 5 アルジャーノンに花束を ダニエル・キイス

167 12 野分酒場 石和   鷹 197 6 木に会う 高田   宏

168 1991.1 人生の検証 秋山   駿 198 7 春は馬車に乗って・機械 横光　利一

169 2 表層生活 大岡   玲 199 8 つゆのあとさき 永井　荷風

170 3 青梅雨 永井　龍男 200 9 女ざかり 丸谷　才一

171 4 文学部唯野教授 筒井　康隆 201 10 楢山節考 深沢　七郎

172 5 檸檬 梶井 基次郎 202 11 佃島ふたり書房 出久根 達郎

173 6 老人と海 ヘミングウェイ 203 12 夫婦善哉 織田 作之助

174 7 肥後の石工 今西　祐行 204 1994.1 イギリスは愉快だ 林    望

175 8 悲しいだけ・欣求浄土 藤枝　静男 205 2 晶子曼陀羅 佐藤　春夫

176 9 蠅の王 ゴールディング 206 3 村の名前 辻原   登

177 10 責任 角田　房子 207 4 さようなら、ギャングたち 高橋 源一郎

178 11 悲の器 高橋　和巳 208 5 大正暮色（第5回自由都市文学
賞受賞作品）

三咲　光郎

179 12 一桁の前線（第3回自由都市
文学賞受賞作品）

二鬼　薫子 風－勝負の日々－（第5回自
由都市文学賞受賞作品）

篠　貴一郎

心を解く（第3回自由都市文学
賞受賞作品）

小木曾 左今次 209 6 寂寥郊野 吉目木 晴彦

180 1992.1 自動起床装置 辺見   庸 210 7
おまんが紅・接木の台・雪
女

和田　芳恵
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

211 1994.8
ギリシア神話を知っていま
すか

阿刀田　高 241 1997.2 蕨野行 村田 喜代子

212 9 高丘新王航海記 澁澤　龍彦 242 3 アンチノイズ 辻   仁成

213 10 石の来歴 奥泉   光 243 4 角帯兵児帯・わが半生記 木山　捷平

214 11 トラッシュ 山田  詠美 244 5 永遠も半ばを過ぎて 中島　らも

215 12 かくれ里 白洲　正子 245 6 蛇を踏む 川上　弘美

216 1995.1 水いらず サルトル 246 7 山霧　　上・下 永井　路子

217 2
M/Tと森のフシギの物語  
 

大江 健三郎 247 8 冬物語 南木　佳士

218 3 オキナワ、夏のはじまり（第6
回自由都市文学賞受賞作品）

国吉　史郎 248 9 海馬（トド） 吉村   昭

死出の鐔（第6回自由都市文学
賞受賞作品）

丹波   元 249 10 深い河 遠藤　周作

219 4 泥棒日記 ジャン・ジュネ 250 11 水辺のゆりかご 柳   美里

220 5 しあわせ・かくてありけり 野口 富士男 251 12 乾いた花（第9回自由都市文学
賞受賞作品）

大西   功

221 6 虹の岬 辻井   喬 252 1998.1 夢に殉ず　　上・下 曽野　綾子

222 7 悲しすぎて笑う 森崎　和江 253 2 百年の旅人たち 李   恢成

223 8 風流尸解記 金子　光晴 254 3 フィツジェラルド短編集 フィツジェラルド

224 9 日の名残り カズオ・イシグロ 255 4 恋忘れ草 北原 亜以子

225 10 駆ける少年 鷺沢   萌 256 5 愛日 高井　有一

226 11 血族 山口   瞳 257 6 小道の収集 長田   弘

227 12 情事 森   瑤子 258 7 鎌倉のおばさん 村松　友視

228 1996.1 塩壺の匙 車谷　長吉 259 8 敵 筒井　康隆

229 2 まんげつ（第7回自由都市文学
賞受賞作品）

岡田　京子 260 9 月のしずく 浅田　次郎

230 3 帰郷 海老沢 泰久 261 10 錆びる心 桐野　夏生

231 4 青春デンデケデケデケ 芦原 すなお 262 11 女たちのジハード 篠田　節子

232 5 いまひとたびの 志水　辰夫 263 12 花（第10回自由都市文学賞受賞
作品）

平野　稜子

233 6 一期一会・さくらの花 網野   菊 264 1999.1 時雨の記 中里　恒子

234 7 もの食う人びと 辺見   庸 265 2 謎の母 久世　光彦

235 8 枯木灘 中上　健次 266 3 ふなうた 三浦　哲郎

236 9 幸福な朝食 乃南　アサ 267 4 日蝕 平野 啓一郎

237 10 日本人と日本文化　対談
司馬　遼太郎
ドナルド・キーン

268 5 啓太の選択 坂上   弘

238 11 豚の報い 又吉　栄喜 269 6 大河の一滴 五木　寛之

239 12 ピレネーの城（第8回自由都市
文学賞受賞作品）

風野　旅人 270 7 犠牲（サクリファイス） 柳田　邦男

240 1997.1 海からの贈物 リンドバーグ夫人
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

271 1999.8 火の山　　 上・下 津島　佑子 301 2002.2 秘事 河野 多惠子

272 9 ブエノスアイレス午前零時 藤沢   周 302 3 朗読者
ベルンハルト・
シュリンク

273 10 あやかしの声 阿刀田　高 303 4 中陰の花 玄侑　宗久

274 11 血と骨 梁   石日 304 5 長江 加藤　幸子

275 12 対岸の町（第11回自由都市文
学賞受賞作品）

平井　杏子 305 6 沈黙の春
レイチェル・カー
ソン

276 2000.1 赤目四十八瀧心中未遂 車谷　長吉 306 7 取り替え子(チェンジリング)  大江 健三郎

277 2 丁半国境 西本　正明 307 8 鞄屋の娘 前川　麻子

278 3 仮面の告白 三島 由紀夫 308 9 火花 高山　文彦

279 4 天湖 石牟礼 道子 309 10 センセイの鞄 川上　弘美

280 5 蒼穹の昴　　上・下 浅田　次郎 310 11 錢金について 車谷　長吉

281 6 海峡の光 辻   仁成 311 12 父の場所（第14回自由都市文
学賞受賞作品）

福岡 さだお

282 7 草原の椅子　　上・下 宮本   輝 312 2003.1 光る大雪 小檜山　博

283 8 強力伝・孤島 新田　次郎 313 2 辻音楽師の唄 長部 日出雄

284 9 彼女のプレンカ 中上   紀 314 3 凍土の果てに                     　　       （シベリア抑留記）岡本　輝男
（友の会会員）

285 10 それぞれの断崖 小杉　健治 315 4 理由 宮部 みゆき

286 11 蔭の棲みか 玄月 316 5 死の泉 皆川　博子

287 12 日月山水図屏風異聞（第12
回自由都市文学賞受賞作品）

小林　義彦 317 6 パーク・ライフ 吉田　修一

288 2001.1 いのちの螢 澤田 ふじ子 318 7 球形時間 多和田 葉子

289 2 水滴 目取真　俊 319 8 あかね空 山本　一力

290 3 夜明けの雷鳴 吉村   昭 320 9 猛スピードで母は 長嶋   有

291 4 楽老抄 田辺　聖子 321 10 噂の娘 金井 美恵子

292 5 神の子どもたちはみな踊る 村上　春樹 322 11 淀川にちかい町から 岩阪　恵子

293 6 海へ 南木　佳士 323 12 ソロモンの夏（第15回自由都
市文学賞受賞作品）

鮫島　秀夫

294 7 熊の敷石 堀江　敏幸 324 2004.1 花腐し 松浦　寿輝

295 8 木霊集 田久保 英夫 325 2 この人の閾 保坂　和志

296 9 聖水 青来　有一 326 3 西日の町 湯本 香樹実

297 10 照柿 高村   薫 327 4 ビタミンF 重松   清

298 11 きのうの空 志水　辰夫 328 5 絹扇 津村　節子

299 12 マイ・ハウス（第13回自由都市
文学賞受賞作品）

田畑   茂 329 6 花響（はなゆら） 稲葉　真弓

300 2002.1 光の大地 辻   邦生 330 7 一号線を北上せよ 沢木 耕太郎
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

331 2004.8 天涯の船　　上・下 玉岡 かおる 361 2007.2 エンブリオ 帚木　蓬生

332 9 銀の雨 宇江佐 真理 362 3 号泣する準備はできていた 江国　香織

333 10 運命の足音 五木　寛之 363 4 ビューティフル・ネーム 鷺沢   萌

334 11 雲南の妻 村田 喜代子 364 5
指揮官たちの特攻
幸福は花びらのごとく

城山　三郎

335 12 弥勒が天から降りてきた日（第16回
自由都市文学賞受賞作品）

松村　哲秀 365 6 瑠璃の海 小池 真理子

336 2005.1 海辺のカフカ　　上・下 村上　春樹 366 7 不味い！ 小泉　武夫

337 2 エ・アロール 渡辺　淳一 367 8 東京奇譚集 村上　春樹

338 3 約束の冬　　上・下 宮本   輝 368 9 となり町戦争 三崎　亜記

339 4 眠る鯉 伊集院　静 369 10 ジャンプ 佐藤　正午

340 5 蹴りたい背中 綿矢　りさ 370 11 明日の記憶 荻原   浩

341 6 介護ネコのいる家 川口　明子 371 12 他人の垢（第19回自由都市文
学賞受賞作品）

住   太陽

342 7 介護入門 モブ・ノリオ 372 2008.1 無名 沢木 耕太郎

343 8 残虐記 桐野　夏生 373 2 袋小路の男 絲山　秋子

344 9 きれぎれ 町田   康 374 3 空中ブランコ 奥田　英朗

345 10 晴子情歌　　上・下 高村   薫 375 4 土の中の子供 中村　文則

346 11 真吾の恋人 古山 高麗雄 376 5 ナラタージュ 島本　理生

347 12 恙虫（つつがむし）（第17回
自由都市文学賞受賞作品）

出口　正二 377 6 しゃべれどもしゃべれども 佐藤 多佳子

348 2006.1 冬の旅人 皆川　博子 378 7 遊動亭円木 辻原   登

349 2 博士の愛した数式 小川　洋子 379 8 あと千回の晩飯 山田 風太郎

350 3 魯迅作品集 魯    迅 380 9 ひとり日和 青山　七恵

351 4 約束 石田　衣良 381 10 縮んだ愛 佐川　光晴

352 5 国家の品格 藤原　正彦 382 11 わたしを離さないで カズオ・イシグロ

353 6 雪沼とその周辺 堀江　敏幸 383 12 もう一度の青い空（第20回自
由都市文学賞受賞作品）

黒崎　良乃

354 7 クライマーズ・ハイ 横山　秀夫 384 2009.1 まほろ駅前多田便利軒 三浦 しをん

355 8 プリンシプルのない日本 白洲　次郎 385 2
風に舞い上がるビニール
シート

森   絵都

356 9 空のオルゴール 中島　らも 386 3 パレード 吉田　修一

357 10 バカの壁 養老　孟司 387 4 堺－海の都市文明 角山   栄

358 11 夜のピクニック 恩田   陸 388 5 権現の踊り子 町田   康

359 12 閉店まで（第18回自由都市文
学賞受賞作品）

下川   博 389 6 停電の夜に シュンパ・ラヒリ

360 2007.1 GO 金城　一紀 390 7 邂逅の森 熊谷　達也
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

391 2009.8 天使の梯子 村山　由佳 421 2012.2 苦役列車 西村　賢太

392 9 インストール 綿矢　りさ 422 3 ポトスライムの舟 津村 記久子

393 10 ららら科学の子 矢作　俊彦 423 4 プリンセス・トヨトミ 万城目　学

394 11 シーラという子 トリイ・ヘイデン 424 5 空也上人がいた 山田　太一

395 12 聞きます屋・聡介（第21回自
由都市文学賞受賞作品）

小川   栄 425 6 空色勾玉 荻原　規子

396 2010.1 ひとがた流し 北村   薫 426 7 孤舟 渡辺　淳一

397 2 すばらしい新世界 池澤　夏樹 427 8 半島を出よ　　上・下 村上   龍

398 3 タラへの道 アン・エドワーズ 428 9 スキップ 北村   薫

399 4 地獄は一定すみかぞかし 石和   鷹 429 10 のぼうの城 和田   竜

400 5 阪急電車 有川   浩 430 11 悼む人 天童　荒太

401 6 切羽へ 井上　荒野 431 12 坑夫 夏目　漱石

402 7 魂萌え！ 桐野　夏生 432 2013.1 さくら 西　加奈子

403 8 宮本常一が見た日本 佐野　眞一 433 2 ファミリーツリー 小川   糸

404 9 最後の花時計 遠藤　周作 434 3 小さき者へ 重松   清

405 10 人間失格・桜桃 太宰   治 435 4 月は静かに 丸山　健二

406 11 終の住処 磯崎 憲一郎 436 5 老残のたしなみ　　    　　　　　　　　　　―日々是上機嫌―佐藤　愛子

407 12 俺は死事人（第22回自由都市
文学賞受賞作品）

星野　泰司 437 6 八日目の蟬 角田　光代

408 2011.1 群蝶の空 三咲　光郎 438 7 故郷 水上   勉

409 2
嘘つきアーニャの真っ赤な
真実

米原　万里 439 8 僕の明日を照らして 瀬尾 まいこ

410 3 遠い朝の本たち 須賀　敦子 440 9 月下の恋人 浅田　次郎

411 4 花終わる闇 開高   健 441 10 プラナリア 山本　文緒

412 5 悪と仮面のルール 中村　文則 442 11 虞美人草 夏目　漱石

413 6 利休にたずねよ 山本　兼一 443 12 人が見たら蛙に化（な）れ 村田 喜代子

414 7 葭の髄から 阿川　弘之 444 2014.1 カメラマンと犬 新井   満

人やさき犬やさき       〃 445 2 天涯の花 宮尾 登美子

415 8 東慶寺花だより 井上 ひさし 446 3 夜は短し歩けよ乙女 森見 登美彦

416 9 風花 川上　弘美 447 4 アカシア香る 藤堂 志津子

417 10 ラストラン 角野　栄子 448 5 一週間 井上 ひさし

418 11 誰か 宮部 みゆき 449 6 ことり 小川　洋子

419 12 天地明察 冲方   丁 450 7 晴天の迷いクジラ 窪   美澄

420 2012.1 小さいおうち 中島　京子
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

451 2014.8 消えさりゆく物語 北   杜夫 482 2017.3 世界中が雨だったら 市川　拓司

452 9 ジャスミン 辻原   登 483 4 きみはいい子 中脇　初枝

453 10 白い犬とワルツを テリー・ケイ 484 5 群蝶の木 目取真　俊

454 11 いねむり先生 伊集院　静 485 6 ふくわらい 西　加奈子

455 12 月下上海 山口 恵以子 486 7 ひまわり事件 荻原   浩

456 2015.1 ツナグ 辻村　深月 487 8 下流の宴 林　真理子

457 2 貝がらと海の音 庄野　潤三 488 9 家の匂い町の音 久世　光彦

458 3 乳と卵 川上 未映子 489 10 春の庭 柴崎　友香

459 4 工場 小山田 浩子 490 11 流星の絆 東野　圭吾

460 5 月と蟹 道尾　秀介 491 12 34丁目の奇跡
ヴァレンタイン・デ
イヴィス

461 6 永遠の０ 百田　尚樹 492 2018.1 本屋さんのダイアナ 柚木　麻子

462 7 ハルモニア 篠田　節子 493 2
チョコレート・アンダーグラ
ウンド

アレックス・シア
ラー

463 8 一葉の口紅曙のリボン 群　ようこ 494 3 鹿の王　　上・下 上橋  菜穂子

464 9 チッチと子 石田　衣良 495 4
葉桜の季節に君を想うとい
うこと

歌野　晶午

465 10 乱反射 貫井　徳郎 496 5 サクリファイス 近藤　史恵

466 11 三匹のおっさん 有川   浩 497 6 少女パレアナ
エレナ・ポー
ター

467 12 舟を編む 三浦 しをん 498 7 七月に流れる花 恩田   陸

468 2016.1 数えずの井戸 京極　夏彦 499 8 血脈　　　上・中・下 佐藤　愛子

469 2 太宰治の辞書 北村   薫 500 9 シマイチ古道具商 蓮見　恭子

470 3 ボーン・コレクター
ジェフリー・ディー
ヴァー

501 10 天涯の船　　上・下 玉岡 かおる

471 4 ６４(ロクヨン) 横山　秀夫 502 11 帰ってきた星の王子さま
ジャン=ピエール・
ダヴィッド

472 5 とっぴんぱらりの風太郎 万城目　学 503 12 キャロリング 有川   浩

473 6 ポースケ 津村 記久子 504 2019.1 大坂侍 司馬 遼太郎

474 7 ペンギン・ハイウェイ 森見 登美彦 505 2 赤猫異聞 浅田　次郎

475 8 夜の国のクーパー 伊坂 幸太郎 506 3 劒岳　点の記 新田　次郎

476 9 猫を抱いて象と泳ぐ 小川　洋子 507 4 ツバキ文具店 小川   糸

477 10 碇星 吉村   昭 508 5 後妻業 黒川　博行

478 11 紅梅 津村　節子 509 6 流 東山　彰良

479 12 カデナ 池澤　夏樹 510 7 ゴールデンスランバー 伊坂 幸太郎 

480 2017.1 お菓子手帖 長野 まゆみ 511 8 精霊の守り人 上橋 菜穂子

481 2 ある小さなスズメの記録 クレア・キップス 512 9 蟬しぐれ 藤沢　周平
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回 年月日 書名 著者名 回 年月日 書名 著者名

513 2019.10 羊と鋼の森 宮下　奈都 533 2022.5 八朔の雪 高田   郁

514 11 楽園のカンヴァス 原田　マハ 534 6 十二人の手紙 井上 ひさし

515 12 ひねくれ一茶 田辺　聖子 535 7 蜜蜂と遠雷 恩田   陸

516 2020.1
ゆめはるか吉屋信子 上・
下

田辺　聖子 536 8 告白 湊   かなえ

517 2 コンビニ人間 村田 沙耶香 537 9 魔女の宅急便 角野　栄子

518 7 緋色の研究 コナン・ドイル 538 10 窓から逃げた１００歳老人 ヨナス・ヨナソン

519 8 O・ヘンリ短編集　３ O・ヘンリ 539 11 阿蘭陀西鶴 朝井 まかて

520 9 終わった人 内館　牧子 540 12 村上海賊の娘　　上・下 和田   竜

521 10 クロスファイア　　上・下 宮部 みゆき 541 2023.1 夢千代日記 早坂   暁

522 11 月の満ち欠け 佐藤　正午 542 2 いつも彼らはどこかに 小川　洋子

523 12 ヤッさん 原   宏一 543 3 82年生まれ、キム・ジヨン チョ　ナムジュ

524 2021.3 さぶ 山本 周五郎 544 4 盤上の向日葵 柚月　裕子

525 9 ちいさこべ 山本 周五郎 545 5 騎士団長殺し　第１部 村上　春樹

四捨五入殺人事件 井上 ひさし 546 6 騎士団長殺し　第2部       〃

526 10 蜩ノ記 葉室   麟 547 7
取り替え子（チェンジリン
グ）

大江 健三郎

527 11 忘れられた巨人 カズオ・イシグロ 548 8 ノボさん 伊集院　静

528 12 火定 澤田　瞳子 549 9 ラプラスの魔女 東野　圭吾

529 2022.1 くっすん大黒 町田   康　 550 10 青空と逃げる 辻村　深月

530 2 破船 吉村   昭 551 11 戻ってきた娘
ドナテッラ・ディ・
ピエトラントニオ

531 3 必死のパッチ 桂   雀々 552 12 アイネクライネナハトムジーク 伊坂 幸太郎

532 4 光と影 渡辺　淳一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読書会　月に一度の本との出会いを楽しんでみませんか？

追悼　伊集院静　令和5年８月に感動をもって読みました

『ノボさん 小説正岡子規と夏目漱石』

伊集院 静／著

講談社

2013.11

請求記号 913.6/ｲｼﾕ/9

［友の会会員から寄せられた一文より ］

正岡子規と夏目漱石との友情に感動しました。スマホも電話も

ままならない時代でも、人の心で結ばれる、交流の情熱。

正岡子規にずっと憧れ書きたかったという作家の情熱で、正

岡子規が立体的に私の前に現れました。
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